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Abstract : This study aimed to describe outcomes of a computer-based system applied to two basic nursing 
courses of a baccalaureate program, in which selected audio-visual aids were provided on the official school 
website on demand to facilitate active learning, support comprehension of class contents, and achieve learning 
goals among students within limited time.  Basic nursing courses selected for this study were required subjects 
designed to instruct fundamental professional nursing knowledge and psycho-motor skills related to physical 
assessment and medical treatments.  Despite significance of these courses for professional nursing practice, little 
is known about effective educational methods in Japan although existing knowledge indicated effects of visual 
information on nursing education along with development of information and communication technology.
　This non-experimental study included 59 sophomore students enrolled in the courses and an originally 
developed questionnaire was used to measure outcomes.  Valid data from 58 students were included in further 
analysis.  This study was approved by The Institutional Review Board of Tokyo Ariake Univeristy of Medical 
and Health Sciences.
　The results indicated that 60.3％ of respondents viewed the audio-visual aids at home, 58.6％ of those agreed 
accessibility to this system, and 77.7％ of those agreed value of this system for class preparation, 77.7％ for 
review, and 74.1％ for their learning goal attainments.  In addition, 74.1％ of those expected to access this 
system after the end of these courses.  The free comments revealed that this system might allow students 
to view the aids repeatedly depending on their learning needs and potential to use other information and 
communication devices might exist to increase benefits of this system.
　The results may support the conclusion that this system expanded student’s learning environment and 
increased accessibility to these materials, which in turn leading students to actively learn practical nursing skills 
depending on their learning demand across time and space.
Key words :  on demand, e-learning, university education of nursing student, teaching nursing skills, audio-
visual aids
要旨：本学看護学科専門基礎科目 2科目の補助教材として選定した視聴覚教材を本学ウェブサイトからオンデマン
ドに閲覧できるように学習支援環境を構築した．本研究の目的は，この学習課支援環境に対する学生の反応を調
査，考察することである．「フィジカルアセスメント」と「治療へのケア」は看護専門知識と精神運動領域技術を
学び，看護実践に重要な知識と技術を習得する必修専門基礎科目である．情報通信技術の進歩に伴って映像ファイ
ルによる情報表現の教育への効果は報告されつつあるが，看護学教育における効果や活用方法に関する報告は限ら
れている．
　本研究は，上記 2科目の履修登録をした本学看護学部看護学科 2年次生 59 名のうち，質問紙調査への参加に同
意の得られた 58 名の有効回答を用いた量的研究で，本学倫理委員会の承認を得て実施した．
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Ⅰ．背　　景
　看護技術の習得を目指す学生には，認知領域だけでなく
精神運動領域，態度領域にわたる幅広い学習が求められ
る1）．診察やケアの技術教育は人体の構造と機能の理解を
基礎とし，習得しようとする技術の全体像と個々の動作の
原理や根拠の理解，器具や学習者の身体を使った習熟，対
象者との関係性の構築，安全・安楽に配慮した態度の学習
要素が含まれる．そのため，看護技術教育では，講義と演
習を併用する手法が一般的に用いられている．さらに，限
られた教育時間の中で学習者が効果的に理解できるよう，
学習対象の看護技術の全体像を一連の動作として映像化し
た視聴覚教材が様々に開発されている．近年の情報通信技
術（Information and Communication Technology，以下
ICT）の進歩に伴い，看護技術に関する研究には，イン
ターネット技術や動画ファイルなど映像を用いて情報表現
する教育に関する報告2-7）が増えつつある．
　ICT を用いた教育は，学習者が主体的に自身の学習計
画に沿って学習時間や進度を柔軟に調整できる．一方で，
学習者が教育者の意図する学習内容を習得できたか否かを
確認する機会が限定されることがある．特に多様な学習要
素を含む看護技術教育に ICTを活用する場合，文字情報
による学習要素の伝達による教育では果たし得ない未経験
の看護技術の全容を伝達する情報表現が欠かせない．そし
て ICTを用いた教育方法の限界を踏まえ，かつその利点
を損なわないよう，教育時間の制約を補完する教材の提供
を目指す必要がある．
　本学看護学科専門基礎科目の「フィジカルアセスメント」
と「治療へのケア」は，重要な看護技術の学習要素を数多
く含む 1単位 30 時間の必修演習科目である．「フィジカル
アセスメント」では，対象者の身体的側面に焦点を当てて
情報収集する専門知識と精神運動領域技術に加え，収集し
た情報をアセスメントする分析的思考能力を習得して看護
実践に活用できる知識への統合過程を促す．「治療へのケ
ア」では，身体侵襲を伴う治療を受ける患者の支援に必要
な精神運動領域技術とその背景にある基本原理の習得を目
指す．特に「フィジカルアセスメント」は近年看護高等教
育に導入され始めた科目である．背景には，看護職の活動
の場が病院など医療提供組織に留まらず，日常生活の場で
ある居宅での療養へと拡大しつつある状況8）や，医療の高
度化と専門化に伴うチーム医療推進政策下での看護職の役
割と責任に対して高まる期待がある．本学のように「フィ
ジカルアセスメント」を独立した看護専門必修科目として
履修要件に含む看護教育機関は，わが国では未だ数少な
く，その教育方法の確立に向けた研究も発展途上にある．
　したがって，これら主要な看護専門基礎科目を履修する
学生が，限られた教育時間の中で学習目標を達成できるよ
う，ICT を活用して補助教材である視聴覚教材を主体的
に閲覧する学習支援環境を構築した．学習支援環境の構築
には，本学ウェブサイト運営に使用しているGoogle Apps 
Education Standard のサイト作成機能と動画ファイル共
有機能を利用した．まず，科目担当教員が当該科目で習得
する看護技術項目の内容に照らして市販されている看護技
術視聴覚教材を選定し，出版元との教材使用の目的と方法
に関する合意に基づき許諾を得て動画ファイルに変換し
た．変換した動画ファイルは，平成 22 年度当該科目履修
登録した学生に限り，本学ウェブサイトを経て閲覧を許可
する共有設定を行った．次に本学ウェブサイト上に「フィ
ジカルアセスメント」と「治療へのケア」科目履修者専用
サイトを開設し，科目担当教員が講義日程毎に学習する看
護技術の内容に照らして動画ファイルに変換した視聴覚教
材を指定して，学生が簡便に視聴覚教材を閲覧できるよ
うリンクを表示した．当該科目履修者には，本学ドメイ
ン（tau.ac.jp）を含む Eメールアドレスと各自設定したパ
スワードによる利用者認証を経て，自宅や大学などネッ
トワーク接続可能なパーソナルコンピュータ（以下，PC）
を使用して本学ウェブサイトにログインし，各科目全 15
回の授業毎に事前学習課題として 1～ 10 タイトルの視聴
覚教材（上映時間 18 秒～ 29 分 4 秒，平均上映時間 9 分
18 秒／タイトル）の閲覧を指導した．今回構築したオン
デマンドに閲覧させる学習支援環境が適切であったか評価
が必要である．
Ⅱ．目　　的
　本研究は，「フィジカルアセスメント」と「治療へのケ
　結果では，60.3％の学生が自宅で閲覧し，58.6％の学生が概ねアクセスしやすいと回答した．また，77.7％の学
生がオンデマンドの視聴覚教材の活用は予習に役立った，77.7％の学生が復習に役立った，74.1％の学生が各自の
学習目標達成に有用だったと回答した．さらに，74.1％の学生が当該科目終了後もオンデマンドによる閲覧の継続
を希望した．
　本学習支援環境は，各自の学習意欲に応じて視聴覚教材を何度も繰り返してみることができる．しかし，それは
自宅および大学，またはその他の場所のネットワーク接続可能なパーソナルコンピュータのみでの閲覧である．今
後，携帯可能な情報通信機器を活用した場合には，本学習支援環境の効果をさらに高める可能性があることを，学
生の自由記述から観取された．
　これらの結果から，視聴覚教材をウェブサイトの共有動画ファイルとしてオンデマンドで閲覧できるシステム
は，主体的に実践的看護技術の学習に取り組む学生の学習支援環境拡大に貢献すると言える．
キーワード：オンデマンド，e-learning，看護大学教育，看護技術教育，視聴覚教材
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ア」において視聴覚表材をオンデマンドに閲覧できるよう
構築した学習支援環境について，利用した学生の反応を記
述し評価することを目的とする．
Ⅲ．研究方法
1．データ収集期間
　平成 22 年 4 月 6 日～平成 22 年 7 月 13 日
2．対象者
　本学看護学部看護学科専門基礎科目「フィジカルアセス
メント」と「治療へのケア」の 2科目を平成 22 年度に履
修登録した 2年次生 59 名のうち，データ収集実施前に本
研究目的と実施方法，研究への参加は自由で自主的に決定
できること，参加の是非や回答内容が当該科目の成績に一
切関与しないことを説明し，研究への参加に同意の得られ
た 58 名を調査対象とした．
3．データ収集方法
　当該科目開講に先立ち，平成 22 年 4 月 1 日に，当該科
目を履修登録した学生全員を対象として，本学情報セン
ターコンピュータ教室において科目担当教員が本学ウェブ
サイト上に開設した専用サイトから動画ファイルに変換し
共有設定した視聴覚教材を閲覧するためにアクセス方法を
説明した．説明時には各学生が本学ウェブサイトへの利用
者認証を経てログインし，実際の操作を経験した．
　科目担当教員が構築した学習支援環境の利用者である学
生の反応に関するデータ収集のために，当該科目 2科目の
最終講義終了時に，著者らが独自に作成した自記式質問紙
を用いて無記名で回答を求め，一括配付し回収した．使用
した自記式質問紙は著者らが独自に作成した 16 項目，53
細項目の質問に対して準備した 2～ 6つの選択肢から回答
を選択するよう求めるもので，約 10 分で回答可能な構成
とした．本学ウェブサイトから動画ファイルに変換した視
聴覚教材をオンデマンドで閲覧する学習支援環境の導入目
的は，1）技術習得の補助教材となる，2）視聴覚教材への
アクセスを容易にする，3）自己学習のための環境を整え
る，4）限られた授業時間を有効に活用する，の4つである．
上記の導入目的に照らし設定した質問項目の概要は以下の
通りである．
　・週平均視聴時間
　・ 視聴場所，過去の視聴覚教材を使用した自己学習経験
の有無と経験年数
　・本学ウェブサイト接続・視聴覚教材閲覧環境の状況
　・視聴覚教材へのアクセスのしやすさ
　・選定視聴覚教材の分りやすさ
　・予習・復習を行うための有益性
　・当該科目学習目標達成のための補助機能としての影響
　・今後の視聴覚教材の活用方法に対する希望
　・各授業で課題とした視聴覚教材の有用性
　・ 本試みの有益性，ならびに今後の活用に関する自由記
述
　対象者である学生には，回答した質問紙の提出をもって
調査参加に同意したものと見做すことを説明してから質問
紙を配布した．
　なお，本研究は平成 22 年 7 月 13 日に東京有明医療大学
倫理委員会の承認（倫理審査承認番号第 19 号）を得て，
本学倫理規定に則して実施した．
4．分析方法
　今回科目担当教員が構築した学習支援環境の利用者であ
る学生の反応は，回答した質問紙を提出した学生 58 名の
回答を対象とし，各質問項目の有効回答を用いて分析を
行った．得られた量的データは，統計ソフトウェア SPSS 
for Windows12（Chicago, Illinois）により記述統計量を求
めた．自由記述により得られた質的データは，本研究目的
に即して視聴覚教材を本学ウェブサイト動画ファイルから
オンデマンドで閲覧する学習支援環境の効果に焦点を当て
て継続比較分析（The constant comparative analysis）し，
コード化とカテゴリー化を行った9，10）．
Ⅳ．結　　果
　収集したデータの結果を項目ごとに以下に示す（詳細は
表 1を参照）．
1．週平均視聴時間
　オンデマンドによる視聴覚教材の閲覧に費やした時間
は，「1時間／週未満」24 名（41.4％），「1 ～ 2 時間／週」
22 名（37.9％），「3 ～ 4 時間／週」5 名（8.6％），「5 ～
6 時間／週」1 名（1.7％），「7 時間／週以上」1 名（1.7％），
「視聴しなかった」3 名（5.2％），無回答 2 名（3.4％）で
あった．
2．視聴場所
　主にオンデマンドによる視聴覚教材を閲覧した場所は，
「自宅」35 名（60.3％），「本学情報センター」20 名（34.5％），
「本学図書館」3名（5.2％），「その他」2名（3.4％）であっ
た（※複数回答）．
3． 過去の視聴覚教材を使用した自己学習経験の有無と
経験年数
　過去の視聴覚教材を使用した自己学習の経験は，「ある」
と回答した学生 31 名（53.4％），「ない」と回答した学生
27 名（46.6％）で，「ある」と回答した 31 名のうち，視聴
覚教材を使用した自己学習の経験年数について，「1年未
満」21 名（36.2％），「1年以上 2年未満」4名（6.9％），「2
年以上 3年未満」4名（6.9％），「4年以上」1名（1.7％），
無回答 1名（1.7％）であった．
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 表 1　本学習支援環境の導入に関する学生の反応 n＝ 58
（1）週平均視聴時間
オンデマンドによる視聴覚教材の閲覧に費やした時間は？
「1時間／週未満」 24 名 41.4％
「1～ 2時間／週」 22 名 37.9％
「3～ 4時間／週」 5名 8.6％
「5～ 6時間／週」 1名 1.7％
「7時間／週以上」 1名 1.7％
「視聴しなかった」 3名 5.2％
無回答 2名 3.4％
（2）視聴場所
主にオンデマンドによる視聴覚教材を閲覧した場所は？（※複数回答）
「自宅」 35 名 60.3％
「本学情報センター」 20 名 34.5％
「本学図書館」 3名 5.2％
「その他」 2名 3.4％
（3）過去の視聴覚教材を使用した自己学習経験の有無と経験年数
過去の視聴覚教材を使用した自己学習の経験は？
「ある」と回答した学生 31 名 53.4％
「ない」と回答した学生 27 名 46.6％
「ある」と回答した 31 名のうち，視聴覚教材を使用した自己学習の経験年数は？
「1年未満」 21 名 36.2％
「1年以上 2年未満」 4名 6.9％
「2年以上 3年未満」 4名 6.9％
「4年以上」 1名 1.7％
無回答 1名 1.7％
（4）本学ウェブサイト接続・視聴覚教材閲覧環境の状況
自宅 PCのインターネット接続環境は？
「接続できる」 52 名 89.7％
「接続できない」 3名 5.2％
「自宅に PCがない」 3名 5.2％
 自宅 PC でインターネット接続ができると回答した 52 名のうち，自宅 PC を使用したオンデマンドに
よる視聴覚教材の閲覧に支障があったか？
「支障があった」 10 名 17.2％
「支障はなかった」 40 名 69.0％
無回答 2名 3.4％
（5）視聴覚教材へのアクセスのしやすさ
オンデマンドによる視聴覚教材のアクセスのしやすさは？
「アクセスしやすい」 9名 15.5％
「まあそう思う」 25 名 43.1％
「あまりそう思わない」 19 名 32.7％
「そう思わない」 5名 8.6％
（6）視聴覚教材の分りやすさ
オンデマンドによる視聴覚教材のわかりやすさは？
「総じてわかりやすい」 16 名 27.6％
「まあわかりやすい」 30 名 51.7％
「あまりそう思わない」 9名 15.5％
「そう思わない」 3名 5.2％
指定教科書の付属CDの使いやすさは？
「使いやすい」 9名 15.5％
「まあそう思う」 27 名 46.6％
「あまりそう思わない」 14 名 24.1％
「そう思わない」 6名 10.3％
無回答 2名 3.4％
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4．本学ウェブサイト接続・視聴覚教材閲覧環境の状況
　自宅 PC のインターネット接続環境は，「接続できる」
52 名（89.7％），「接続できない」3 名（5.2％），「自宅に
PCがない」3名（5.2％）で，自宅 PCでインターネット
接続ができると回答した 52 名のうち，自宅 PCを使用し
たオンデマンドによる視聴覚教材の閲覧に支障があった
かどうかの回答を求めたところ，「支障があった」10 名
（17.2％），「支障はなかった」40 名（69.0％），無回答 2名
（3.4％）であった．
5．視聴覚教材へのアクセスのしやすさ
　オンデマンドによる視聴覚教材のアクセスのしやすさに
ついて，「アクセスしやすい」9名（15.5％），「まあそう思
う」25 名（43.1％），「あまりそう思わない」19 名（32.7％），
「そう思わない」5名（8.6％）であった．
6．視聴覚教材の分りやすさ
　オンデマンドによる視聴覚教材のわかりやすさについ
て，「総じてわかりやすい」16 名（27.6％），「まあわか
りやすい」30 名（51.7％），「あまりそう思わない」9 名
（15.5％），「そう思わない」3名（5.2％）であった．また，
指定教科書の付属 CDの使いやすさについて，「使いやす
い」9 名（15.5％），「まあそう思う」27 名（46.6％），「あ
まりそう思わない」14 名（24.1％），「そう思わない」6名
（10.3％），無回答 2名（3.4％）であった．
7．予習・復習を行うための有益性
　オンデマンドによる視聴覚教材の活用が予習に役立っ
たかどうかについて，「役立った」21 名（36.3％），「まあ
役立った」24 名（41.4％），「あまり役立たなかった」8名
（13.8％），「役立たなかった」5名（8.6％）であった．一方，
オンデマンドによる視聴覚教材の活用が復習に役立った
かどうかについて，「役立った」13 名（22.5％），「まあ役
立った」32 名（55.2％），「あまり役立たなかった」8 名
（13.8％），「役立たなかった」5名（8.6％）であった．
8． 当該科目学習目標達成のための補助機能としての
影響
　オンデマンドによる視聴覚教材の活用が自己の学習目
標達成に役立ったかどうかについて，「役立った」14 名
（24.1％），「まあ役立った」29 名（50.0％），「あまり役立
たなかった」9名（15.5％），「役立たなかった」5名（8.6％）
であった．
9．今後の視聴覚教材の活用方法に対する希望
　「フィジカルアセスメント」，「治療へのケア」で指定す
る視聴覚教材の今後の活用について，「今回のようにオン
デマンドで」43 名（74.1％），「図書館で貸出手続きをとる」
6名（10.3％），「その他」8名（13.8％），無回答 1名（1.7％）
であった．また，他の授業でも講義で指定する視聴覚教
材はオンデマンドで活用する方がよいかどうかについて，
表 1　続き
（7）予習・復習を行うための有益性
オンデマンドによる視聴覚教材の活用が予習に役立ったか？
「役立った」 21 名 36.3％
「まあ役立った」 24 名 41.4％
「あまり役立たなかった」 8名 13.8％
「役立たなかった」 5名 8.6％
オンデマンドによる視聴覚教材の活用が復習に役立ったか？
「役立った」 13 名 22.5％
「まあ役立った」 32 名 55.2％
「あまり役立たなかった」 8名 13.8％
「役立たなかった」 5名 8.6％
（8）当該科目学習目標達成のための補助機能としての影響
オンデマンドによる視聴覚教材の活用が自己の学習目標達成に役立ったか？
「役立った」 14 名 24.1％
「まあ役立った」 29 名 50.0％
「あまり役立たなかった」 9名 15.5％
「役立たなかった」 5名 8.6％
（9）今後の視聴覚教材の活用方法に対する希望
指定する視聴覚教材の今後の活用について
「今回のようにオンデマンドで」 43 名 74.1％
「図書館で貸出手続きをとる」 6名 10.3％
「その他」 8名 13.8％
無回答 1名 1.7％
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「そう思う」7名（12.1％），「まあそう思う」24 名（41.4％），
「あまりそう思わない」16 名（27.6％），「そう思わない」
11 名（19.0％）であった．
10．各授業で課題とした視聴覚教材の有用性
　当該科目の視聴覚教材閲覧を事前学習課題として課し
た各授業において，課題とした視聴覚教材の有効性に対
する回答のまとめを表 2に示す．各授業内容に合わせて
課した各視聴覚教材が有効であるかについて，「そう思う」
8 ～ 19 名（13.8 ～ 32.8％），「まあそう思う」30 ～ 39 名
（51.7 ～ 67.2％），「あまりそう思わない」2～ 6 名（3.4 ～
10.3％），「そう思わない」3～ 4名（5.2 ～ 6.9％）であった．
各視聴覚教材に対する評価にばらつきはあるが，全ての授
業において，課題とした視聴覚教材の有効性を支持する回
答は 80％以上であった．
 表 2　各授業で課題とした視聴覚教材の有用性 n＝ 58
授業内容
視聴覚
教材
タイトル
そう
思わない
あまり
そう
思わない
大体
そう思う そう思う 無回答
フィジカルアセスメントにおける 5Skills
＃ 1 4（6.9％） 3 （5.2％） 39（67.2％）  8（13.8％） 4（6.9％）
＃ 2 4（6.9％） 4 （6.9％） 38（65.5％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 3 4（6.9％） 4 （6.9％） 38（65.5％） 10（17.2％） 2（3.4％）
頭部，毛髪，皮膚，爪，顔面，頸部，末梢
循環状態のアセスメントの実際
＃ 4 4（6.9％） 5 （8.6％） 36（62.1％） 11（19.0％） 2（3.4％）
＃ 5 4（6.9％） 4 （6.9％） 36（62.1％） 12（20.7％） 2（3.4％）
＃ 6 4（6.9％） 5 （8.6％） 35（60.3％） 12（20.7％） 2（3.4％）
＃ 7 4（6.9％） 5 （8.6％） 36（62.1％） 11（19.0％） 2（3.4％）
＃ 8 4（6.9％） 4 （6.9％） 37（63.8％） 11（19.0％） 2（3.4％）
＃ 9 4（6.9％） 4 （6.9％） 36（62.1％） 12（20.7％） 2（3.4％）
胸部，腹部のアセスメントの実際
＃ 2 4（6.9％） 4 （6.9％） 38（65.5％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 3 4（6.9％） 4 （6.9％） 37（63.8％） 11（19.0％） 2（3.4％）
＃ 10 4（6.9％） 6（10.3％） 36（62.1％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 11 4（6.9％） 6（10.3％） 36（62.1％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 12 4（6.9％） 4 （6.9％） 38（65.5％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 13 4（6.9％） 6（10.3％） 36（62.1％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 14 4（6.9％） 4 （6.9％） 35（60.3％） 13（22.4％） 2（3.4％）
＃ 15 4（6.9％） 4 （6.9％） 36（62.1％） 12（20.7％） 2（3.4％）
＃ 16 4（6.9％） 4 （6.9％） 34（58.6％） 14（24.1％） 2（3.4％）
四肢，筋，骨格，神経系のアセスメント
の実際
＃ 17 4（6.9％） 4 （6.9％） 36（62.1％） 12（20.7％） 2（3.4％）
＃ 18 4（6.9％） 4 （6.9％） 36（62.1％） 12（20.7％） 2（3.4％）
＃ 19 4（6.9％） 4 （6.9％） 37（63.8％） 11（19.0％） 2（3.4％）
＃ 20 4（6.9％） 5 （8.6％） 37（63.8％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 8 3（5.2％） 5 （8.6％） 38（65.5％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 21 4（6.9％） 5 （8.6％） 38（65.5％）  9（15.5％） 2（3.4％）
＃ 22 4（6.9％） 5 （8.6％） 37（63.8％） 10（17.2％） 2（3.4％）
＃ 9 4（6.9％） 4 （6.9％） 38（65.5％） 10（17.2％） 2（3.4％）
滅菌操作，無菌操作，包帯交換，ドレーン
の管理
＃ 23 3（5.2％） 4 （6.9％） 34（58.6％） 15（25.9％） 2（3.4％）
＃ 24 4（6.9％） 4 （6.9％） 33（56.9％） 15（25.9％） 2（3.4％）
＃ 25 4（6.9％） 4 （6.9％） 33（56.9％） 15（25.9％） 2（3.4％）
導尿・膀胱留置カテーテル挿入・固定 ＃ 26 4（6.9％） 3 （5.2％） 33（56.9％） 16（27.6％） 2（3.4％）
吸入・経口薬・外用薬投与 ＃ 27 4（6.9％） 4 （6.9％） 33（56.9％） 15（25.9％） 2（3.4％）
筋肉内注射法・皮下注射法
＃ 28 4（6.9％） 2 （3.4％） 31（53.4％） 19（32.8％） 2（3.4％）
＃ 29 4（6.9％） 2 （3.4％） 31（53.4％） 19（32.8％） 2（3.4％）
＃ 30 4（6.9％） 2 （3.4％） 31（53.4％） 19（32.8％） 2（3.4％）
静脈注射法・持続点滴法と輸液ポンプの
管理
＃ 31 4（6.9％） 4 （6.9％） 30（51.7％） 18（31.0％） 2（3.4％）
＃ 32 4（6.9％） 3 （5.2％） 31（53.4％） 18（31.0％） 2（3.4％）
＃ 33 4（6.9％） 4 （6.9％） 30（51.7％） 18（31.0％） 2（3.4％）
＃ 34 4（6.9％） 3 （5.2％） 30（51.7％） 19（32.8％） 2（3.4％）
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11． 本試みの有益性，ならびに今後の活用に関する自由
記述
　58 名中 29 名（50.0％）の回答があり分析の結果，以下
4つのカテゴリーを抽出した；1）「繰り返し見ることがで
きる」，2）「予習・復習，実習，演習等の授業内容に合わ
せた活用」，3）「オンデマンドによる視聴覚教材アクセス
の継続」，4）「多様な媒体を通じた閲覧によるオンデマン
ドの充実」．
　1）カテゴリー 1「繰り返し見ることができる」
　『何回でも見直せることはとても役立った．授業が終
わってもオンデマンドの教材が残っていた方が後で確認し
たり，復習したりするときに役立つと思う（学生A）』と
いう記述に示されているように，導入した本学習支援環境
において，各学生が当該科目で学ぶ基本的看護技術を習得
するために，必要に応じて視聴覚教材を繰り返し見ること
ができる効果について言及していると解釈した．同様な自
由回答の記述をまとめ，「繰り返し見ることができる」と
いうカテゴリーを抽出した．
　2）カテゴリー 2「予習・復習，実習，演習等の授業内
容に合わせた活用」
　『参考書や教科書は詳しく書いてある分，文字の羅列で
理解しにくいことが多いが，事前学習のプリントを終えた
後，視覚教材を活用してみると，大変イメージがつきやす
かった点が役立った（学生 B）』，『オンデマンドの視聴覚
教材は授業の予習・復習のためのものなのですか？これか
らの勉強の参考にしたかった（学生 C）』，『せめて実習中
だけでも見たい．実際実習中にわからないことがあっても
教科書だけだと不安だし，ビデオがあった方が安心する
（学生D）』などの記述に示されているように，授業の予
習・復習に合わせて今後も視聴覚教材を使用したい，当該
科目で学んだ基本的看護技術の適用と統合が必要となる今
後の学習，実習にも活用したいという要望を示していると
解釈した．これらの記述から「予習・復習，実習，演習等
の授業内容に合わせた活用」というカテゴリーを抽出した．
　3）カテゴリー 3「オンデマンドによる視聴覚教材アク
セス継続」
　『卒業するまで・・・せめて実習までは見れるようにし
ておくべき（学生 E）』，『実習に向けて復習したいので，
今後も視聴教材を使用したい（学生 F）』の記述に示され
るように，学生は当該科目終了後もオンデマンドによる視
聴覚教材へのアクセス権の継続を望む記述から，カテゴ
リー「オンデマンドによる視聴覚教材アクセス継続」を抽
出した．
　4）カテゴリー 4「多様な媒体を通じた閲覧によるオン
デマンドの充実」
　『携帯（電話）でも見られるようにしてほしい．少しの
時間も有効活用したい（学生 G）』の記述に示されている
ように，今後のオンデマンドによる視聴覚教材のあり方と
して，携帯電話やスマートフォンなど携帯可能な情報通信
機器を活用して移動時間などでも利用できるような環境を
望んでいると解釈した．これら同様な記述をまとめ，カテ
ゴリー「多様な媒体を通じた閲覧によるオンデマンドの充
実」を抽出した．
Ⅴ．考　　察
　本研究によって得られた結果では，著者らが構築した学
習支援環境を利用した学生の多くが，毎週 1～ 2時間を視
聴覚教材の閲覧に費やし，予習としてだけではなく復習に
も活用していた．また，当該科目学習目標を達成するため
の補助として活用し有益であったと評価していることが示
された．これと一致して，自由記述から抽出したカテゴ
リー 1「繰り返し見ることができる」も，必要に応じて視
聴覚教材を繰り返し見ることができる環境を学生に提供す
る効果を呈した．カテゴリー 2「予習・復習，実習，演習
等の授業内容に合わせた活用」でも，本学習支援環境は，
学生の予習や復習，今後の実習等の異なる学習形態に合わ
せて主体的に活用される可能性が示された．さらに，カテ
ゴリー 3「オンデマンドによる視聴覚教材アクセス継続」
に見られるように，学生は当該科目終了後もアクセス継続
を望み，その利便性や有効性を支持するとともに期待と方
向性も表した．その上，カテゴリー 4「多様な媒体を通じ
た閲覧によるオンデマンドの充実」は，移動時間でも利用
できる環境を設定し，携帯電話やスマートフォンなど携帯
可能な情報通信機器による閲覧が可能になることを望み，
今後のオンデマンドによる視聴覚教材のあり方と本学習支
援環境を再考する検討課題を含んでいた．今回のように自
宅，大学などの PCからのみアクセスできる「オンデマン
ド」システムではなく，真の意味で「オンデマンド：必要
な時はいつでも」であるシステムの構築が求められてい
る．
　看護技術教育では，学習者が講義内容を実践行動に変換
できる学習が必要である．本学習支援環境によって，多く
の学生が各々の状況に合わせて視聴覚教材を使用した．ま
た，「フィジカルアセスメント」と「治療へのケア」の履
修による各自の学習目標の達成に視聴覚教材が役立ったと
感じている．よってこの学習支援環境は，視聴覚教材を使
用できる学習場所の拡大と自己学習の推進が実現したとい
える．本学看護学科学生にとって，限られた時間に複数科
目の様々な学習を求められる中で，オンデマンドに教材を
使用して基本的な看護専門技術と知識の学習を支援する環
境の提供は概ね好評であった．これは，学習者の好きな時
間に，学内に限らず好きな場所で，具体的なイメージをも
ちながら専門技術の実践場面を主体的に学習できたことに
よるものと推察する．
　本研究で選択した視聴覚教材は，平成 21 年度から本学
図書館で閲覧可能な教材であり，学生が閲覧を希望する場
合には図書館内で手続きした後に図書館内に限って閲覧す
ることができる．本学図書館内で使用できるDVD再生可
能 PC 端末は 1 台の設置，VHS ビデオ再生用オーディオ
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プレイヤーは未設置であった．ウェブサイトを使用してオ
ンデマンドで視聴覚教材を使用できる環境がなければ，本
学看護学科 2年次生の当該科目の自己学習に，教員の指定
した視聴覚教材を使用するのは困難であったと予想でき
る．大学のインフラ整備上の制約を飛躍的に解消すること
は難しく，オンデマンド教材として提供した視聴覚教材の
アクセシビリティの良さが学生の自主的な学習機会の拡大
に貢献したものと考える．このような学生の学習機会の拡
大は，今回の取り組みに要した費用と作業投入量を考慮し
ても，非常に高い価値の学習支援環境を実現するもので
あったと評価できる．
　調査対象者の 90％は自宅でPCを使用してインターネッ
トに接続できる環境にあり，そのうちの約 20％は自宅か
らの視聴覚教材を閲覧する際に何らかの支障を経験してい
た．PCに限らず活用可能な情報通信機器には携帯電話や
スマートフォンなどがある．自由回答欄にこれらの情報通
信機器にも対応できるオンデマンド教材の提供を希望する
学生や，今後予定されている学外での臨地実習や在学中の
他の履修科目の学習にも看護専門技術に関する視聴覚教材
の閲覧を継続できるよう希望する学生が相当数に上った．
従って，引き続き学生の主体的な学習を支援できるオンデ
マンド教材の整備に向けた検討を推進する必要がある．従
来行われてきた集合教育の場での視聴覚教材の使用は，学
習者にとって受動的な学習になりがちで，学習者の興味を
持続させることも難しい11）．しかしながら，看護教育に
おいて通常の講義に付加してWeb 上で視聴覚教材をオン
デマンドに提供する学習環境は，看護技術教育に有効であ
ることが報告されており12，13），本研究結果が示した主体的
学習に取り組む学生の学習環境の拡大への貢献からも，学
生の可能性を引き出す支援方法であると推察する．
Ⅵ．今後の計画に向けた展望
　本稿に記述した取り組みは，本学における看護高等教育
の質の維持において有意義であり，看護高等教育における
今後の ICTの活用の検討に継続して取り組む資料として
貢献することができたと考える．
　近年の看護教育研究でも e-learning の活用に関する報告
があるが，精神運動領域技術の習得を含む看護学教育にお
ける e-learning では，単に ICT を使用した教育方法にと
どまることなく，学習者と教育者，学習者同士が双方向の
交流をもちながら主体的に学ぶ環境の実現を目指す視点が
不可欠である．さらに，時間や場所のほかに学習者の需要
（デマンド）に応じた教育の実現に向けて，最適に ICTを
導入する意義，効果を多角的に言及する必要がある．今後
はこれらの視点を考慮して，本学習支援環境を改善し，発
展させていくことが課題である．
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